
 
 

 
●北海道はヨーネ病の終息判断を 3年から 1年に短縮 
 北海道は 2005 年度から、牛のヨーネ病において、これまで最終発生から 3 年間発生がな
かったら終息としていたものを、一定の要件を満たせば 1年で終息と判断できるように検査
要領を改正した。 
 これまでは、感染確認から 1 年間は最低 3 回、その後は年に
最低 1 回の検査を 2 年間受け、それで全頭が陰性であれば終息
としていたが、今後は、感染確認時に臨床を伴った症状がなく、

その後の 1 年間の継続検査で患畜がなく、自主的に衛生管理に
取り組んでいるなどの一定要件を満たせば、1年間で終息と判断
される。 
 北海道・酪農畜産課・家畜衛生グループはこの改正により、「発

生農場の生産意欲向上がもたらされることになるとともに、期

間が短縮された分、検査を他の農場へ振り分けることができる

ようにもなる」としている。 
 
●平成 17年度チーズ対策は生産拡大を狙った攻めの対策 
 (社)日本酪農乳業協会は 4月 5日、17年度の加工原料乳補給金単価・畜産物価格関連対策
に関する勉強会を開催した。このなかで、本年度の需給関連対策について、農林水産省・本

郷乳製品調整官は、国産チーズと液状乳製品の需要拡大と生産拡大によってわが国酪農乳業

の基盤を確保する重要性を改めて強調し、本年度のチーズ関連対策の概要を以下のように説

明した。 
 チーズ向け生乳へ支払われる補助単価の算定方法を改正し、より生産意欲を高めるほか（図

1）、乳製品工場の合理化へのハードルを下げることで、“限界”と言われているチーズ生産
能力をアップさせる二つの側面から支える。 

 

 
～最新号よりつまみ読み～ 

育成舎でのロール乾草の給与法－北海道 Ａ 牧場－ 
 北海道十勝管内のＡ牧場が行なっている、育成舎でのロール

乾草の給与法です。ちょっと傾けた置き場を作っておいて、機

械で運んできて置くだけ。草が減ってきても牛に吹っ飛ばさな

いように、チェーンとロープが付いています。 
※北海道Ｎさんからお寄せいただきました。ありがとうござい
ました。 
～画像はホームページ「DairyJapan／ちょっと立ち読み」の

コーナーで公開いたします～ 
 

 
 さて、新年度を迎え、基礎からもう一度、酪農について学んでみませんか？！より理解を深め

るための厳選書籍、臨時増刊号 3冊のご案内です。新しく従業員を雇用されたみなさま。従業員

教育の教材としてご利用頂けるのではないでしょうか？ 

●乳牛管理の基礎と応用 

乳牛の本質を理解してこそ、日頃の管理に磨きがかかり、最新技術も応用できるようになります。 

 【書籍】2002年 9月発行    B5判 360頁 定価 4,200円（本体 4,000円）     冊 

●酪農現場の？（ハテナ）に答える基礎編・Ｑ＆Ａ 

酪農現場で起こる疑問を踏まえて、「子牛育成」「蹄管理」「体細胞」「繁殖」の各テーマを解説。 

 2004年 2月臨時増刊号    B5判 198頁 定価 3,800円（本体 3,619円）     冊 

●これだけは知っておきたい酪農基本ワード１３０ 

酪農を職業にする人たちが共通の言語として、知っておきたい酪農用語を厳選し、解説しました。 

 2003年 11月臨時増刊号    B5判 150頁 定価 3,800円（本体 3,619円）     冊 
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